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研究成果の概要（和文）： 
天明狂歌壇において重要度の高い狂歌師について、その伝をまとめた。すなわち、狂歌壇第

2 世代のいわゆる「狂歌四天王」の一人であるつむり光、また狂歌壇史についての資料をまと

めて今日の研究者に提供してくれた山陽堂山陽の研究が主要な成果といえる。また狂歌壇の最

重要人物である大田南畝についても、寛政の改革期の資料を新たに見出し、新知見を加えた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
     Some of the important poets in Tenmei Kyôka boom in the1780s and after  have 
been studied; that are, Tsumuri no Hikaru, one of the so-called ‘Big Four of Kyôka’ of 
the second generation of Tenmei Kyôka, and Sanyôdô Sanyô who left valuable information 
about history of Tenmei Kyôka to study. Ota Nanpo, the most important figure of the 
Tenmei Kyôka, has been shown insight into his back ground of his retirement from the 
kyôka world around the Kansei Reform.  
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１．研究開始当初の背景 

 本 研 究 は 、 18 世 紀 後 半 の 天 明 年 間

(1781-1789)から江戸を中心に大流行した天明

狂歌の担い手であった狂歌師たちについての

伝記的研究である。 

個々の狂歌師の伝記的研究は、本来、天明

狂歌の基礎であるはずであるが、ごく一部の狂

歌壇的最重要人物、すなわち四方赤良こと大田

南畝、その盟友であった朱楽菅江・唐衣橘洲、

平秩東作、また赤良の門人宿屋飯盛こと石川雅

望を除けば、ほとんど蓄積がなかった。代表者

自身、初期の主要メンバー元木網、またその門
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人にあたる鹿都部真顔（ただしその狂歌歴のは

じめにすぎない）や馬場金埒、酒月米人の伝記

研究を手がけてきたが、それ以外で彼らに次ぐ

主要な狂歌師に辞書的な記述が備わるのみで

あった。 

 

２．研究の目的 

 天明狂歌は、江戸の繁栄を称揚する精神と

それを支える技巧の醸し出す独特の緊張感

というその文学的特質の解明もさることな

がら、それがもたらした流行現象の文化的・

社会的影響の大きさについての研究も重要

である。黄表紙や洒落本、咄本といった他の

文芸ジャンルにも波及したのみならず、絵

本・浮世絵、歌舞伎・浄瑠璃・音曲など、広

く当時の江戸文化に影響し、また続く寛政期

(1789-1801)・享和期（1801-1804）を経て、

以後文化・文政期には、江戸のみならず地方

へのその流行が広がっていった。その文化

的・社会的な影響力の大きさからして、その

担い手の地域的・階層的広がりの把握が重要

であるといえる。その意味で、狂歌壇におけ

る地位的な重要性という観点だけでなく、社

会的・地域史的視点、文化史的視点など、多

角的に研究すべき作者を選ぶことも必要と

なってくる。 

そこでこれまで研究の俎上に上らなかっ

た狂歌師について伝記情報を整理して研究

するとともに、これまで一定の研究のある人

物についても、これまで知られてこなかった

側面を把握することに努め、天明狂歌の流行

現象とは何であったのか、その全体像を考え

るのに役立つ人物の研究を少しでも進めて

ゆく。 

 

３．研究の方法 

 狂歌本、墨跡、またその他の資料を広く猟

渉して、個々の狂歌師の伝記情報を集め、そ

れをまとめてゆくほかはないが、そのときの

基礎資料として、とくに、山口豊山『夢跡集』

（国立国会図書館蔵）・４世絵馬屋額輔『狂

歌墓所一覧』ほか（西尾市岩瀬文庫蔵）・林

旧竹『墓碣余誌』（東京大学総合図書館）を

はじめとする、近代の掃苔資料の情報集積に

努めたい。 

 

４．研究成果 

 上記のような明治～昭和初期までのいく

つかの掃苔資料の情報集積・整理を行っては

きたが、文献ごとの内容の密度・精度の違い

や相互矛盾などがあり、公開するにはさらな

る検討が必要と考え、最終的に公開にいたら

なかった。しかし、今後さらに研究を進め、

その成果を生かしていきたい。 

 個々の比較的重要度の高い狂歌師、また当

時の狂歌のあり方を考える上で示唆的とい

える作者数名を選んで研究を進めた。 

 とくに、天明狂歌壇第二世代、すなわち第

一世代にあたる四方赤良や朱楽菅江、元木網

の門人世代のいわゆる「狂歌四天王」のうち、

これまでほとんど研究のなかった、つむり光

についての研究成果が重要であったと考え

ている。その基礎的な伝記事項から、狂歌師

としての経歴、詠風の特徴についてまとめて

発表することができた（「天性の狂歌師つむ

り光」）。父の代には豊岡藩京極氏に仕えた岸

氏の家に生まれながらも町人として育ち、若

い頃には一時、一筆斎文調門で浮世絵を手が

けた光は、天明期の狂歌の爆発的流行に身を

投じ、天性ともいえる発想の滑稽で慕われ、

盟友宿屋飯盛とともに多くの連中を抱える

伯楽連の頭目となってゆく。寛政八年に四十

三歳の若さで夭逝した彼は、伯楽連の象徴と

してその後も狂歌壇に影響を与える。 

その影響のなかでも、とくに具体的にその

流れに自らを位置づけ、その権威を利用した



 

 

といえる浅草市人をはじめとする浅草連の

連中について、光の権威を利用してその活動

の基礎を築いてゆく経緯について明らかに

した（「天明狂歌と「連」―「正統化」とい

う機能」）。 

 また、山陽堂（芝の屋）山陽を名のる狂歌

師についても、その伝と活動の全容をほぼ解

明したことは意義があると考えている（「狂

歌師の虚飾―山陽堂という人」および

‘Surimono to Publicize Poetic Authority: 

Yomo no Magao and His Pulils’）。鹿都部

真顔が寛政七年から率いることになった四

方連の連中の一人であった山陽は、狂詩にお

いて大田南畝の弟子であったことを喧伝す

るなど、出版物によって盛んに自らの功績を

吹聴したことで今日知られている。それとは

裏腹に実は狂歌壇的な位置づけはさほど重

要とは言いがたいが、そうした狂歌壇におけ

る自己の正統性の宣伝の目的で手がけた多

くの出版物が、今日の狂歌研究に多くの情報

を提供している点で看過できない人物とい

える。その山陽の伝の研究を通じて、山陽の

活動した寛政から文化・文政期に、狂歌とい

う文芸に求められた権威付けの機能、その意

味合いを照射し得たと考えている。 

 天明狂歌壇の最重要人物である大田南畝

については、戦前・戦中期以来多くの伝記研

究が備わるが、寛政の改革を境とした狂歌壇

からの撤退、狂詠の自粛の実態とその意義に

ついては、多くの解釈があり、定見を見てい

ない。近年では、狂歌活動の不本意な自粛で

はなく、本意に沿って学問に専念する好機と

捉えたというような解釈も出されてきた。し

かしそこで、最近新たに見出しえた南畝制作

の大小暦の写しに見える自嘲的な一首を用

いてその状況に一石を投じ、随筆類に見える

当時の狂歌をめぐる評判、それらに対する南

畝自身の思いなどを漢詩などから読み解い

て、そうした研究状況に一石を投じた（「笑

はば笑へ―政変期の南畝」） 

また、別に天明期の南畝肖像に多く採用さ

れる膝を抱える形象が、百人一首の藤原定家

像に基づくことを指摘し、彼の天明狂歌壇に

おけるその位置づけの反映として論じたこ

とも伝記研究の一端であろう（「膝を抱えた

南畝像」）。 

さらに、南畝の狂歌観、狂歌論については、

資料の不足からこれまでほとんど論じられ

てこなかったが、近年入手した狂歌合の判詞

の写本の内容を分析して発表し（「四方赤良

の狂歌判詞」日本近世文学会大会）、今後論

文としてまとめることを準備している。 

 2008 年度末に刊行した論文集『天明狂歌研

究』には、上記の論文「笑はば笑へ―政変期

の南畝」を、若干の増補・改訂を加えて収録

するとともに、以上の研究を通して得られた

その他の種々の知見を、それまでに発表して

きた、元木網・智恵内子夫妻、鹿都部真顔、

馬場金埒、酒月米人といった狂歌師について

の論文に取り込み、多くの加筆・修正を行っ

た。 
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